
琉球大学学術リポジトリ

学徒運動能力の実態調査 - 沖縄本島を中心として -

言語: 

出版者: 琉球大学教育学部

公開日: 2011-04-25

キーワード (Ja): 

キーワード (En): 

作成者: 小橋川, 寛, 大城, 実, 新里, 紹正, 比嘉, 徳政, 外間,

政太郎, 宮城, 勇, 香村, 千恵子, Kobashigawa, Hiroshi,

Oshiro, Minori, Shinzato, Shousei, Higa, Tokumasa,

Hokama, Seitarou, Miyagi, Isamu, Kamura, Chieko

メールアドレス: 

所属: 

メタデータ

http://hdl.handle.net/20.500.12000/19268URL



－３０－

学徒運動能力の実態調査
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外聞政太ＢＩＢ

香村千恵子

新里紹正

宮城勇
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民主的人間形成を目指す教育は，児童生徒の心身発達の現実を土台とし，その自発的学習を

基礎として行われていろ。したがって，教育の出発は，現実の個々のものがもつ心身の発達，

生活環境の実態に立つべきことは，今更申すまでもないことである。このことは教育の全分野

についてもいえることであるがとりわけ身体活動を手がかりとして行う体育においてはそうで

ある。

身体各部の発達速度は「スカモン」も指摘しているように，決して一様でなく，各部によっ

て異っていろ。われわれの具体的な生活活動の基礎となっている運動能力の発達も，また，一

様でなく，個人，性，及び地域環境などによっても相臭するであろう。

そこで沖繩における，かかる基礎の実態に留意したとき，その資料が，極めて少く，幾多の

不便を感じているのが，その実状である。

この点にかんがみ，吾々は，1956年以来，５カ年計画で各年次を迫うて，小学校，中学校，

高等学校の児童生徒の運動能力と，運動素質の実態調査を計画実施したのである。

この研究の要点は，運動能力の年令による発達変化と，その中心的傾向，性による差異，全

国学徒との差異をみることにあり，本稿は，その結果の概要の報告である。

Ｉ調査の目的

この調査は，沖縄本島を中心とした学徒の運動能力が年令によってどのように発達し，変化

するものであるかを知ると同時に，性による差異，全国学徒との相異を調査して，学習指導上

の科学的基礎資料を得るのを目的とする。

註１）本稿の文責は，すべて小橋川が負うものである。なお本稿は，琉球大学1956,1957,1弱８年度研

究助成費による調査にもとづく。
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Ｈ調査の方法

この調査は，文部省初等中等教育局「昭和29年度運動能力調査実施要領」に準じて実施した

ので，ここでは，成績を観察する上に必要と思われる事項について，述べることにする。

１調査の準備（予備調査）

この調査が最も正確に実施され，信頼性を高め，妥当性を期するため，本学科全教官が直接

測定に参加し，最も注意深く測定要領を検討し，実施要領の統一を期し，測定に要する時間の

把握と実施上留意すべき点を確認するため，予備調査を実施した。註２）

その結果次の事項を確認した。

１）調査に要する時間は，午前９時～正午まで，二学級，午後１時～午後４時まで，二学

級が適当である。

２）垂直跳（SargentJump）の測定要領は能率を高め，正確を期すため，方眼紙と朱肉

を使用し，指痕にそれぞれの番号を附し，両者を線で結び，検査終了後これを計測し，記録と

する。

５）敏捷性テスト（Burpeetest）は測定誤差を生じやすいので，実際測定に当っては，

本学職員がこれに当り，測定の正確を期す。

４）実施対象枝に対する，実施要領の説明並に指導は，測定援助に参与する職員全部に行

い，その趣旨の徹底を期す。

２調査の対象

１）実施学年（年令）

小学校５年より全日制高等学校５年まで（８才～17才）年令計算は４月１日現在とする。こ

こに年令８才というのは，８年0カ月～８年11カ月のものを含む。以下同様。

２）実施校及び調査人員

学校の抽出は，地域を考慮して，各層とも，沖縄本島内全地区（９地区）に亘るよう下記の

通り抽出する。

ＴａｂＩｅｌ実施対象枚数

壷i~一週型ＬＬ|Ａ地区|Ｂ地区|ｃ地区

DII店

註２）予備調査対象校，大里北小学校

Ａ地区 Ｂ地区 Ｃ地区 計 層別

小学枝

中学枚

３

４

２

２

８

１０

1３

1６

Ａは都市
Ｂは半都市
Ｃは農村

全日制普通高校

全日制実業高校

－
－－－－－－－

1３

６

19
沖縄本島内全日制

の全高等学校
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学級の抽出は，各学校，各学年一学級を抽出して実施する。学級を選定する際には知能その

他特別の目的で分けられた学級でないようにし，なお「要注意」の児童生徒を除く。高等学校

においては，上記要領で対象学級を抽出するとともに，各学年の人員をなるべく等しくする仁

め，四学級宛抽出する。

調査人員はTable２～Ｔａｂｌｅ４の通りである。

TabIe ２ 小学校註５）

瀧薊、學項|在締

Tａｂｌｅ３ 中学技

１１m

【、

ＥＬ’、圷刈・士

調査人員|鶉

圧［

鐘人員|芸 Ｐ
Ｌ

、仏

升肥

註３）火災のため資料焼失し，標本の減少があったので，その分を実施人員から差引き調査人員とした。

在籍人員 調査人員 百分比 実施人員

男子 30,8＄ 941 3％ 1,078

女子 29,466 8８４ 3％ 1,037

１年 ２年 ３年 計

Ａ
在籍人員

調査人員

2,028

女 1,939

男 6８

女 7０

1,971

1,797

110

119

2,005

1,905
114

9２

6,004

5,641
292

配１

Ｂ
在籍人員

調査人員

男

女

男

女

792

767

３６

3４

田５

758

5８

5２

865

747

5８

5０

2,492
2,訂２

152

136

Ｃ
在鰭人

調査人

貝
|男

}女

鼠|蟇

3,666

3,556
190

200

3,625

3,471
262

250

4,067

3,768
206

222

11,358

10,795
658

句２

計

男

在籍人員-z万

調議人員|蟇

6,486

６， 262

2§可

304

6,個１

6,026
430

421

6,”9

6,420
379

3ＧＩ

190

18,

856

708

1,103

1,,89

百分比
男

女

4.5％
4.8％

6.6％
6.9％

5.3％

5.5％

5.5％ＧＩＴ）
5.8％（弧円）
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Table 4 全 日 制 高 等 学 校

学年静項 1 年 2 年 3 年 計

在籍人見 盟 3,316 3,307 3.381 10.tXM
女 2,638 2.626 2,382 7,646

調査人員 男 352 444 585 1,381

女 355 3∝I 528 1,243

百 分 比 男 10.6% 13.4% 17,3% 13.8%(i)

5 調 査 の 時 期

小 学 校 195占年4月中旬～5月中旬

中 学 校 1957年4月中旬～5月中旬

高等学校 1958年4月中旬～5月中旬

4 調 査 種 目

1) 50m疾走

2) 立巾跳

5) ソフトボール投

ポールの規格 重さ6オンス±与'4(170g±7g)周囲11インチ7/色土‡島(50.16cn±0.5175の)
盾径2mの円内で投球する0

4) 垂 感

男子---･-懸垂腕曲げの回数

女子-･･･--航曲げ懸垂の持続時間数

5) 垂直跳 (SargentJump)

腕の振動及び膝の屈伸を利用して,その場で出来るだけ高 く上方に跳び上 らせ,どれだけ跳

び上れるかを検査する｡

6) 敏捷性テス ト (Burpeetest)

直立の姿勢から腕立て伏臥になり,直立姿勢にもどる遊動を10秒間に出来るだけ早 くくり返

すテス ト｡

5 調 査 の 実 際

1) 実施対象校への依頼と実施要領の掛等

5月上旬に実施要領を添付 し,依横状を発送,引き続 き5月中旬に実施要領の説明地びに測
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定指等のため,本学より担当教官を派過し,実施要領について,十分連絡打合せをする｡

2) 調査の実施に当っては,本学より-名文は二名を調査実施校へ押通し,調査の正確を

期す｡

占 整 理 の 方 法

回収された検査票は,記載不備のものを除外したので,有効数は次のようになったO

小 学 校 男子 905名 女子 848名 計 1,751名

中 学 校 男子 1,105名 女子.1,089名 計 2,192名

高等学校 男子 1,581名 女子 1,245名 計 2,624名

これについて,小学校では性別,年令別に,中学校では性別,年令別,層別(都市,農村),

スポーツ経験別に,高等学校においては,性別,年令別,スポーツ経験別,普通高校と実業高

校別に分顕し,各群については,平均値と榛準偏差を求めたC

年令別平均値は,移動平均法によって修正を加え,これによって年間増加量,発達 串 を求

め,各運動能力がどのような,発達過程をとるか,性別に如何なる相違があるか等について,

その一般的な儀向を考察するとともに,昭和29年度調査の全国平均値との比牧考察を行う｡

Ⅱ 結 果 と そ の 考 察

1 年令別平均値及び榛準偏差

Table5,6は,年令別平均値及び梯準偶差を示す｡

Table7は,年令別平均の修正値を示す｡
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Tabie 5 沖 組 本 島 平 均 値 .嶺 車 由 善 (貞 子)

種別項目 年令 小 学 校 中 学 校 全 日 制 高 校
8 9 10 ll 12 13 14 15 16 17 18

調 査 人 見 N l 242 223 208 230 294 430 379 352 444 418 167

50 米 疾 虎 班 10.447 10.066 9.794 9.477 9.273 9.063 8.71-1 8.2a 8.097 7.960 7.889

SD 0.668 0.669 0.838 0.650 0.662 0.746 0.743 0.657 0.581 0.533 ■■■■-(see) 0.606

立 幅 跳 班 133.079 14一.564 149.280 157.266 168.031 176.874 190.963 210.264 217.Col 223.529227.515

SD 13.2a) 12.396 13.113 14.493 15.633 17.432 22.910 18.421 17.489 17.979 17_136(cm)

ソフ トポ-Jz/投 班 14.198 16.878 23.582 27.599 30.912 36.148 44.216 46.869 49.866 51.102
20.126

SD 3.Old 3.780 4.086 4.426 5.744 6.293 7.937 7.3成 7.284 7.168 7.749(也)

懸 垂 く回) M 2.739 3.399 3.344 3.789 4.331 7.332 8.173 9.057
4.029 5.354 9.880

SD 2.556 2.852 2.925 3.α34 3.04031.830 3.182 3.349 3.216 3.174 3.214 3.383

垂 直 跳(cm) M 20.186 22.991 25.235 :近.039 33.919 38.119 46.102 48.701 50.041 51.988SD 4_206 4.641 5_225 5.107 5.eB5 6.407 7.638 6.5fX) 6.524 6.605 6.799

敏 放 任 M 5.317 5.599 5.8tl 6.019 6.467 6.137 6.030 6.053 6.leo 6.262 6.242

SD 0.695 0.872 0.685 0.756 1.096 0.824 0.662 0.658 0.687 0.乃3(固) b.715

懸 垂 換 罪 点 M 21.471 25.524 29.SX)4 34.704 41.586 48.967 6一.088 76.869 63_353 88.072 90.731

SD 4.964 5.720 5.806 6.534 10.190 ll.262 14.519 12.216 ll.160. 10.460 ll.512

㊥芝晶舟(m) 班 懸垂換許法男子Ⅹ｢Ⅳ ･.3tgは測定値 :は体重 (kg(W-12)固) 28.594 32.047 37.304 46.372 48.970 51.871 53.738

SD 5.915 6.709 8.374 8.038 7884 7.852 8.637

㊥ 逆 手懸 垂(回) 班 5.256 6.065 7.194 8.545 8.993 9.615 10.228

-
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Table 6 沖 細 事 島 平 均 値 ･ 樟 準 備 墓 (女 子)

年 令項 目 8 9 10 ll 12 13 14 15 16 17 18

調 査 人 .負 N 216 191 209 232 304 421 364 355 360 403 125

50 米 疾 走 班 10.984 10.549 10.103 10.013 9.Za6_ 9.612 9.679 9.732 9.812 9.855 9.962

(see) SD 0.792 0.812 0.866 0.791 0.879 0.867 0.935I O.797 0.847 0.891 0.875

立 幅 跳 班 123.861 129.345 136.131 142.473 152.023 155.351 156.651 162.339 160.792 162.358162.432

(cm) SD 10.728 12.104 14.8防 16.338 16.048 16.472 18.134 17.015 16.259 17.145 16.289

ソフーポール投 M 7.806 9.214 ll.6肪 14.620 16.460 17_872 17.896 19.820 20.372 20.829 20.648

(m) SD 2ー0∝) 2.420_ 3.128 3.566 4.151 4.4F,9 4_894 4.666 4.935 5.?09_ 5.α;6

懸 垂 (see) 班 8.532 10.476 10.440 12_095 7.645 7.__?45 6_050 7.04F. 8_183 9.883 10.072

SD 7_113 7.モ娼2 ●10.062 10.035 7.312 6.g _ 6.328 5.910 7_181 7.696 7.657

垂 直 跳(cm) 班SⅠ) 17.4034.070 20.1154.711 21.6035.804 24ー2325ー019 26.260 28.100 28.695 31.676 32.603 32.216 32.lf詔4.950 5.4野 _ 5.842 4.964 5.1〔粒 4.929 5.9(諺

敏 捷 軽く回) M 5.2Eも 5.465 5.696 5.902 5.966 5.694 5.盟6 5.428 5.3(汐 5.286 5.364SD 0.756 0.790 0.661 0.798 0.81_2～ 0.の 0._Q琴_ 0.779 0.7【芯 0.647 0.690

懸 垂 換 罪 点@ 慧_ノレ霊 M 13.296 16.052 lC.392 19_9589.754 18.441 19.880 20.86g 23.661 25.650 27.856 28.048
SⅠ)班 7_318 7.768懸垂換井法 10.f88(W-12) 7.4340_17.434 6.323 6.538 5.878 6.9ー8 7.849 8.α】6

18.729 18.413 21.994 2I.388 21.647 21.782

(m) SD 女子 Ⅹ'--㌻ 4.492 4.860 5.454 4ー927 5_522 5.765 5.431

主 ≡ 手幸 班 Xは測定値 :秒数 25.997 23.556 21.182 22011 23.442 23.340 25.137
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(男 子) Table 7 沖 托 本 島 平 均 (捗 正 債)

項 目 空｣ し 8 9 10 ll 12 13 14 15 16 17

調 査 人 員 N 242 223 208 230 294 430 379 352 444 418

50米疾走 (see) 班 10.447 10.102 9.779 9.5ー4 9.271 9.0ー5 8.683 8.359 8..109 7.980

立 幅 跳 (cm) 班 133.079 .141.307 149.370 158.192 167.390 178.622 192.7∝I206.276 217.131 222.548

ソフ ト東-ル密-(m) 班 14.198 17.067 20.195 23.769 27.364 31.553 37.092 42.4lt 461J983 49.279

懸 垂 (回) M 2.739 3.160 3.590 3.720 4.049 4.491 5一m 6.953 8.187 9.036

一腰_壁 (換罪点) 班 21.471 25.633 30.044 35.398 41.752 50.547 62.308 - 82.-｢4. 87.38573.770

重 荷 跳 (cm) 班 20.ー86 22.804 25.42ー 28.368 31.262 34.622 39.389 ●44.307 48.281 50.243

- 5.809 6.207 -

(女 子) 沖 耗 本 島 平 均 (修 正 値)

年 令項 目 8 9 10 ll 12 13 14 15 16 17

調 査 人 員 N 216 191 209 232 艶 421 364 355 360 403

50米疾走 (see) M 10.984 10.545 ー0.221 9.947 9.783 9.672 9.674 9.741 9.799 9.876

立 幅 排 (cm) 班 123.861 129.779 135.983 143.542 149.949 154.675 158.113 159.927 161.829 16一.8∝ー

フットボール投(n)L 班 7.806 9.542 ll.814 14.229 16.317 17.409 18.529 ー9.362 20.340 20.683

懸 垂 (see) 班 18.532 9.816 ll.003 10.060 8.995 6.980 S.781 7.093 8.371 9.376

懸一重て(換耳点) M 13.296 15.240 17.467 18_263 19.426 19.729●;; 21.469 23.393 25.722 27.184

重 蔵 跳 (cm) 班 17.403 19.707 21.983 26.197 29.490 32.165 32.32924.031 30.991
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学凝選曲能力の実態調査

2 各運動能力の年令別度数分布図<

Fig･1- Fig.皿は･各運動能力の･牲肌 年令別の度数分布図である｡
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学徒避軸距力の実働 盆
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3 結果についての考察

Table8は,運動能力の平均値 (修正値)に,年間の増加及び8才における記録を100とし

た場合の発達率を示したものであり,Fig.13-Fig.38までは,それらをそれぞれ図表にし

て示したものである｡これらによって,各運動能力の発達過程,年令による凝遵変化.男女の

差異,全国平均値との差異等について,以下各項目ごとに概観してみよう｡

(I) 50釈走疾

Fi且.13 5D擬

一一ボナ全回宵
一一-一食回せ-
1-I-1帝亀甘

一･-･･･稗 や

ヽ -1･.一･一･.･.■I.l仙 __._..･←一一一一･･1-,-●･･●●一●~1ヾ>tも ､

く .王 :: I--- -モーや ---一一一一
ヽ .

＼
ヽ

＼ヽヽ
ヽヽ-ー●ー●

6 =欝

空 一 ･b .I.早 .･･･甲 一表 毎

Fig.13に明らかに見られるように,男

子は16才ごろまでは比故的恒常 的 な発

達をしている｡ 女子は8才～11才までは

男子と同じように恒常的に発達している

が,15才右頂点として以後はむしろ減退

している, (Fig.14),

したがって,男女の発遵曲線は,11才までは,女子と男子は一定の差をもちながら平行して

お り,12才から男女の差がとくに目立ってくる｡ 以上の結果を全国平均と比べて見ると,男女
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とも各年令において沖縄の児童生徒は劣っているが発遵曲線は,ほとんど男女とも平行してい
●▼
一り o

なお沖縄の女子は,15才～14才頃から蛾退の傾向が見 られ,全国は15才～16才頃になってい

るのに比し2年 も早 くなっている原田については,沖縄女子体育の課題として今後研究を要す

る問題であろう｡

Fig.14.15.は,年間の発達状億を示すものである｡

(2)立 巾 跳

Rg.tL 主観

立巾跳の発達は,Fig.16のように,

男子は16才ごろまで恒常的な曲線を示し

th

JBD

∫.bp

lL○

lF●

I+I

17p

J.ZB

t1-44I-I
●■■●td■

ており.それ以後はゆるやかになる傾向

がある｡これに対し女子は,12才ごろま

で恒常的に発達し.次第に発達の曲線は

ゆるやかになっている｡

___ 8才において,男,女の差は9C雌の相

異であるが, 12才においでは17.44cMLの

,,1,I-/ /････････････.･････････-I-･････--･-
*..I●■■

4-I■■一

> 寸
■〇 m年 は ･'牛 '+ II Ì lT

差となり,17才では 60.占8cnt以上の男女

差が生じている｡

Fg.17,18は,年間増加量を示すもの

である｡
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p-/C /0-// //～/G /2-I:3 ′ト /4E /gJ3L /S･/d/s～/グ年々 ･8､7

般大発達期間が男子は,15才～14才の思春期であるのに対し,女子の叔大発達期間は,10才

～11才の児童期である｡

全国平均とくらべてみると,男女とも,いずれの年令においても,沖縄の方が劣っている｡

しかし,男子の場合は,次第にその差が少なくなf),16才ごろからほとんど,全国平均の水準

に逮していることがわかる｡ これに対し.女子は,ほとんど各年令の差が等しく,平行してい

る,この点,男子の場合といちじるしく異っているといえよう丁,

(8) ソフトボール投

ソフトボール投げの発達は,男子では8才-15才までは,ゆるやかに上昇し,15才～15才で

急速に上昇し,それ以後は,次第にゆるやかな曲線にかわっている｡ 女子は11才ごろまでは約

2mずつ直進的に上昇し,これを殻大発適期としてそれ以後,漸減していく｡
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●

男,女については,8才の時からすで

に,69n以上の差があり,17才において

は,28m以上の差異となり,女子の記録

が著しく劣 っている｡

斡 8-7 タ～/0 /0-i/ //-/i /1-/3 /3-(4 JV-/S . /S-〟 /Lr-/7

Q
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●全国平均とくらペて見ると,いづれの年令も沖縄の方が劣 り年令の低いころでは,4m近 く

の差があるが,次第にその差が少 くなって,17才では,5m弱となっていろ_｡女子 も各年令と

も全国平均に劣っているが,その差は各年令ともあまり変らない｡

8才のとき女子の投力は男子の550/Oであったが,17才では410/oとなっている｡ すなわち年令

を増すにつれて,男女差が大 きくなっているのである｡

なおポール投の投堆東嶺には,砲丸,円盤と伺様サークル内からの方法と,簡投のように助

走して行う方法が考えられるが,サークル内からと,助走での方法を,中学生及び高校生に実

施した結果,男子では,Table5に示すように,中学生男子で約 1m,高校生で約2m以上,

助走する方法が記録的に上位を示し,女子においては,中学生で約0.6m･～1m,高校生では

約 1m～2m以上,助走の方法が記録は上位を示 している｡

(4) 際 重

版垂能力は,男子に対する測定方法が違うので比較するのは困難である｡男子について見る

と,15才まで比牧的ゆるやかに上昇し,ここを境として急速な発達を示している｡

全国平均とくらペて見ると,14才までは,沖縄の方が劣っているが,それ以後はかえって全

国平均を凌想しているO 他の種目と比べて,これは,とくに違った傾向ということが で きる

が.その原因については,今後研究を要する問題であろうO 肝ig.22)
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また,女子は,18才一まで急 激 に上昇

し,それから15才までは却って急激に下

降 し,15才以後再び上昇している｡

全国串均とくらペてみると,いずれの

年令 も沖純の女子は劣って.いる｡また･

全国平均では11才～12才を頂点とする凸

状をなしているのに,沖縄のそれは,こ

れと非常にらがった曲線を示している｡

これは,男子の場合と同様,今後の研究

を要する開超ではないかと思われる｡
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Fig.23.24.に見られるように年間増の攻 も少い時期は男子10才～11才の間で,女子は12才～
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15才であり,最大発達の数値を示す時期は,男子では14才～15才の青年期で,女子は8才～9

才の児盛期である｡

以上は頓手によって実施した結果であるが,これを逆手の要額で,中学生,高校生に実施し

た結果,男子では Table5に示すように,中学生で約1.8回,高校生で約0.9回,女子ではTable

6に示すように,中学生で約18秒,高校生で約14秒,逆手の方法が記録的に上位を示している｡

(5) 走,跳,投,懸垂の綜合的考察

基礎運動能力として考えられる,悲,跳,投,懸垂について,その発達過程及び男女 の差

輿,全国との相異を概観 したのであるが,これらを綜合して,考察することにしようC

各項目毎に男女を比較すれば,50m疾

Fig･117 峨 翻 走においては,男子は15才まで宙緑的

- 守一一一や
-1～---I--I----lltO ll lも

羊
ta 叫･貯IC
ーノ争ヽ

町
な発達をし,15才では15.9%の増加を

示し,以後増加の割合は比牧的 増強/

し,17才では50.90/Oの増加であるO 女

子は11才まで直線的に発達し,11才で

は10.4%の増加を示し, 8才～11才間

における年間増加は,男子を凌ぐ発達ぶりであるが.12才～15才は停滞状況を呈し,14才以後

は下降を続け,17才では11.2%という11才の発達の域に過ぎない｡

立巾跳の発達憤向も大体50m疾走に似ているが,Fig.15のように女子の増加の割合は常に

男子より劣っている｡男子は12才までは廼線的な発達で,15才以後は急速な進歩を示.し,12才

においては25.80/Oの発達で,17才で67.20/Oの発達を示し 女子は12才で21.10/017才で50.7%

の発達を示し50m疾走よう,進歩･JT)度が高まっている｡

鞄.ヱS聯 瞬観象
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ソフトボール投は,Fig.29の

ように男子は15才まで直線的な発

達を示 し,14才-1d才はなお急速

な割合で進み,女子は12才まで漕

線的に発達し,その間の発達率は

男子を凌璃している｡ 発達串は,

男子においては15才で222.2%で

8才の 2倍に,17才では547.1%

で5.4倍以上になる｡

女 子 は15才で225.0%で2.2倍

に,17才では265.00/Oで,2.8倍の

発適を示 している｡
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懸 垂 は Fig.30のように10

才までは層線的であるが,その後

15才頃まで停滞が続き,14才以後

再び急速な増加がみられ17才まで

続いている.15才においては165.

9%で,17才では529.9%と増加 し

8才の時の5.2倍に逮する｡女子は

10才まで男と同様直線 的 に発達

し,129.0%の 発達串を示 し以後

急激に低下し,17才における発達

率は,109.9%で11才の時よりも

低下し.他の種目には見られない

特畢なものであるo

I(Fig.31)及び (Fig.32)によ

ぅて男女の基礎的遊動確力の発達

の相異については次のようなこと

が考察できるであろう｡

即ち

1.男子は何れの機目において

も,常に女子に礎っていろ.

2.発達の旺盛な時期は,男子

においては,15才～15才の朋

の青年期である｡

-5.女子の発達期は児垂助でi

11才～15才頃は発達の下降期

である｡

4.12才頃より性差は著しくな

る｡
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(6) 垂直眺 (SargentJump)

垂砥桃の測定結果は,立巾跳測定の結果とあらゆる点において類似点があるが, (Fig･33)

や (Fig.34)で判然するように男子においては,15才までは年間約2･細-3･5C耕ずつ頓詞に

り † '0 "羊●4'■'冬JY け -し -1

管

-
ヰ
よ

.呈

発達し,15才～15才の間は4･7cgt～4･9

mの増加となり急速に発達する｡15年

以後は年間約5.9cm1-1.9cmの年間増と

な り漸次発達は鈍くなってくる｡

'Fi豆.紬 凄壷韓 呼 内樋

8卜竣 砂ヽ L3 蛤～t+ 仙ヽ肝 tSへ16 時-1アr.:かa愉
●tpOrbヽ～｢いL

女子は,12才頃まで恒常的に発達し,次第に発達の曲線は･･9)るやかになってい･Lるq通 子の発

達は常に男子に劣ってはいるけれども.,12才頃までは大体男子と平行して発達L<でもてるがし･･12

才以後においては男子の増加幌向とは逆に減少･の僻向を見せ･男女差は著しく大･きくなり'･･81

才における男女差2.7cmFが17才においては,約17･9cwtなっているo

･放大の発達の時期は,男子14才～15才で,女子は,8才～9才緋 Jであるo即ち男子は曝番

j軌こ,女子は児盛期に最大発達の時期があるo
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i . i , _! =. ,-I
これを全国平均とくらべると,男子は14才 (中学校5年)までは沖縄の万が劣っているが,

年を追うてその差は短縮され15才以後はかえって全国平均を凌璃している｡女子においては,

いづれの年令においても,沖縄の方が劣っているけれども,次第にその差は短縮されているO

このテストは,大筋肉の爆発的な動力の素質を検査するために考案されたものといわれてい

るが,前述の実態から,沖純の学徒は機発的な動力的素質に恵まれているといえよう｡また,

本土の陸上競技大会に出場した男子が,走高跳の戯技に,よい成約を示すのは,このような事

実と関係深いもののように思われる｡Fig.34.35.は年間の発遜状態を示すものである｡

(7) 敏捷性テスト (Burpeetest)

敏捷牲テストの発適は Fig.36,37.のように,男子は12才頃までは,恒常的発達を示し,

12才～15才頃は急激に発達は減少し,以後発達はゆるやかになっている｡これに対し女子は11

才頃までは,ゆるやかな発達が続き,以後16才までは発達は減退し,16才以後は変化なく停滞

しているO 男女をくらべて見ると,ほぼ輔似の発達過程を示し,両者とも,8才～11才の児童

,I FT旦 3i 恥

一･･一･七商 号
･---ネ司十
･一一･軸 苛
･･--一斗苑サ

/`
/.･･---<

期に最大発達を示し,男子においては,

他の種目で,偉大発達の数値のあらわれ

る,15才～ 14才頃に男女とも減退の現象

があらわれるということは,上述の各テ

ストが,運動能力の分析的な面の資料で

あるのに対し,敏 捷 性 テ ストは,敏捷

性,巧撤性,耐久性の複合によって知ろ

うとする性格が,形態的発達の不調和か

らくる不器用さの,一時みられるこの期

にあらわれたとも患われる｡
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全国平均とくらべると,8才における平均値は男女とも,全国平均値を凌濁し,これはその

まま,15才まで続 き,以後は男女とも全国より劣っている｡ Fig,37,38は年間の発遜状態を

示す ものであるO
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Ⅳ 要 一 約

この調査は,沖縄本島を中心とした,小学軌 小学校,高等学校の児童生徒わ運動能力と運

動素質の実態が,年令によってどのように発達し,変化するものであるかを知る.と同時に,性

による差異,全国学徒との相異を調査して学習招g上の科学的基礎資料を得るためのもので,

種目は50m疾走,立巾跳,ソフトボール投,懸垂,垂直跳,敏捷性テス トの占種目である｡ こ

れを小学校1,825人,中学校2,192人,高等学校2,624人に対し,1956年4月よf)1958年5月に

至る5年間,各年次を追うて小,中,高校の頓に測定を実施して次のような結果を得た｡

1.男子は本調査の何れの境目において'も,常に女子に優っている｡

2.運動能力の年間発達の旺盛な時期は,男子においては,15才～15才間の背年期である｡

5.女子運動能力の年間発途の旺盛な時期は,児童期であるが,12才～14才頃は年間発達の

減退する時期であるC

4.本調査の測定種目においては,12才頃から性差は著しくなる｡

5. 男女とも,各年次を通 じ,50m疾走,立巾跳,ソフトボール投の各沖縄平均は,全国平

均に劣っているが,中でも50m疾走は,男女とも最 も劣っているといえようo

d.男子垂直跳は,全国平均水準にあるものといえよう0

7.男子懸垂は.15才頃から全国平均水準にあるようである｡

8.敏捷性テスト (Burpeetest)紘,男子では中学校二年次,女子は*学校三年次まで,

全国平均水準,或はそれ以上にあるが,それ以後は下降憤向を示している｡
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A RESEARCH ON GENERAL MOTOR ABILITIES OF BOYS AND

GIRLS ON OKINAWA

HIROSHI KOBASHIGAWA, MINORU OHSHIRO, SHOSEI SHINZATO

TOKUMASA HIGA, SEITARO HOKAMA, ISAMU MIYAGI, CHIEKO KAMURA

The present study was conducted to investigate general motor abilities of boys

and girls from primary school through high school on Okinawa. General motor
abilities included in the present research are 50 meters dash, standing broad jump,

soft-ball throwing, chining, the Sargent jump, and the Burpee test. The overall

measuring period lasted from April, 1956 to May, 1958. The obtained data were

discussed in terms of (1) the developmental trends of general motor abilities,

(2) sex differences in general motor abilities, and (3) the differences between the

obtained results of the present study and those age norms developed i~ Japan.
Major findings were as follows:
1. In all age groups, buys were significantly superior to girls in every motor

ability that was tested in the present study.
2. In boys, the most conspicuous increase was found between the age of 13 and

15 in every motor ability that the investigators tested.

3. In girls, the most conspicuous increase was found between the age of 8 and

11. In contrast to boys, the decrement was found in motor ability between the age
of 12 and 15 among girls.

4. The sex difference in every motor ability that was tested in the present

study was shown to become more apperent from the age of 12.
5. In both sexes from primary school level through the high school level, mean

scores of 50 meter dash standing broad jump, and soft-ball throwing were signific.

antly inferior to the age norms developed in Japan. The most remarkable differ.

ence was found in 50 meter dash in both sexes.
6. The mean scores of boys in the Sargent jump were on the same level of no·

rms obtained in Japan.

7. The mean scores of boys in chining reached the norms developed in Japan
at the age of 15.

8. The mean scores on the Burpee test were on the same level with, or above,
the norms developed in Japan until the 8th grade for the boys and the 9th grade

for the girls, and then the mean scores tended to become lower than the norms Qf
]apa.n.,
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